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■ 新技術の概要 

本食品機能性評価システムは、（１）食品をヒト培養細胞に作用させ、（２）ヒト細胞中の

複数のマーカータンパク質の変動パターンを測定し、（３）得られた変動パターンから解析

プログラムを介することにより、当該食品の機能性（体調調節機能）を多項目にわたり一

度で評価予測できる。 

 

■ 従来技術・競合技術との比較 

従来は、食品の多様な機能性を評価するためには、調べたい機能性ごとに個別の試験方法

を実施しなければならず、多くの労力と時間を要する。それに対し、本評価システムでは、

一度の実験で複数の機能性を同時に評価可能である。 

 

■ 新技術の特徴 

ヒト細胞中の実際のマーカータンパク質の変動パターンに基づき、学習機能を備えた解析

プログラムにより、食品の機能性を網羅的かつ効率的に評価する技術である。最近、本シ

ステムを用いたスクリーニングにより、宮崎県産農産品の中から機能性を有する農産品を

見出し、試験管レベルの試験だけでなく、マウスを用いた動物試験においてもその効果を

確認した。 

 

■ 想定される用途 

新規機能性食品・医薬品開発のスクリーニング 
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食品が持つ3つの機能性
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研究を進めると

ヒトでの科学的エビデンス

食品の機能性評価（一次スクリーニング）

複数の個別の測定系を一つに統一できないか？
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問題点

コンセプト

複数の体調調節機能を同時に評価する新しい方法を開発

評価法は個々の体調調節機能

によって異なる

時間と労力、費用を要する

問題と解決
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関係式A

体調調節機能データと指標の間で関係式を作る

関係式 B
体調調節機能B
NK細胞賦活活性であ

れば、細胞傷害活性

が高まる等の直接的

なデータ

細胞内

タンパク質

発現パターン

同一の特徴量を用いて、複数の機能との間で関係式ができれば、

特徴量は複数の体調調節機能に翻訳可能な共通のデータとなる。
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複数の体調調節機能の同時推定
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学習済みコンピュータ

計算による体調調節機能の推定

機能性
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宮崎県産農産品などの60種類の抽出物について、

10種類の体調調節機能の同時スクリーニングを

実施した。

体調調節機能 評価法

がん細胞増殖抑制活性 計算

抗ウイルス活性 計算

抗酸化ストレス活性 計算

抗炎症活性 計算
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1. がん細胞増殖抑制活性

2. HTLV-1感染細胞増殖抑制活性

3. 抗ウイルス活性（HCV-RNA複製阻害）

4. 抗炎症活性（NF-κB活性阻害）

5. 血管新生抑制活性 1（VEGF産生阻害）

6. 血管新生抑制活性 2（HRE転写抑制）

7. 抗がん転移活性（がん細胞遊走阻害）

8. 抗酸化ストレス活性（ARE/EpREレポーターassay）

9. ナチュラルキラー細胞賦活活性（IFNγ産生増強）

10.インターフェロンβ産生増強活性

現在評価可能な項目

発表当日は、本評価法の応用例として、

完熟きんかん「たまたま」について紹介する。

K. Nagahama et. al., Biosci Biotechnol Biochem. 2015;79(8):1327-36
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